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「
道
徳
科
学
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催

道
徳
科
学
研
究
所

二
月
十
七
日
・
十
八
日
の
両
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て「
道
徳
科
学
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、
全
国
か
ら
百
七
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
温
故
知
新
～
財
団
創
立
百
年
と
新
た
な
変
革
の
時
代
に
向
け
て
」を
テ
ー
マ
に
、
四
つ
の
個
人
発
表
と

三
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
。
参
加
者
、
聴
講
者
か
ら
の
質
疑
も
多
く
、
活
発
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
り

ま
し
た
。

た「
死
」も
最
新
の
量
子
物
理
学
の
世
界
で
は
私
た

ち
の
常
識
と
は
違
っ
た
美
し
い
風
景
と
し
て
見
え
て

く
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
竹
内
啓
二
客
員
教
授
は
エ
ウ
ダ
イ
モ
ニ

ア（
幸
福
）の
視
点
か
ら
、
徳
倫
理
学
や
死
生
学
の
成

果
に
基
づ
い
て
講
演
を
補
足
す
る
コ
メ
ン
ト
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
小
山
高
正
客
員
教
授
は
、
講
演

で
触
れ
ら
れ
た「
老
年
的
超
越
」に
つ
い
て
、
そ
の

内
容
を
補
足
し
ま
し
た
。
老
年
期
は
一
般
に
悲
観
視

さ
れ
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
希
望
が
持
て
る

側
面
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

討
論
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
自
我
没
却
」と「
自
己

超
越
」の
関
係
や
、
量
子
物
理
学
か
ら
見
た「
生
と

死
」を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
に
つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ

ら
れ
ま
し
た
。�

（
竹
中
信
介
）

（
２
）「
財
団
創
立
百
年
の
歩
み
を
振
り
返
る
」

発
表
者
：

�

橋
本�

富
太
郎（
主
任
研
究
員
）�

�

「
廣
池
千
九
郎
と
そ
の
時
代
」

�

矢
野�

篤（
廣
池
千
九
郎
記
念
館�

副
館
長
・
研
究
員
）�

「
廣
池
千
英
と
そ
の
時
代
」

�

宮
下�

和
大（
副
所
長
・
主
任
研
究
員
）�

�

「
廣
池
千
太
郎
と
そ
の
時
代
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
宮
下�

和
大

本
財
団
は
ま
も
な
く
創
立
百
年
を
迎
え
る
こ
と
に

な
る
が
、
こ
の
百
年
の
歩
み
を
振
り
か
え
る
こ
と
は

【
個
人
発
表
】

（
１
）大
野�

正
英（
研
究
主
幹
・
教
授
）

　
「
Ａ
Ｉ
が
わ
れ
わ
れ
に
問
い
か
け
る
も
の
」

（
２
）大
塚�

祐
一（
客
員
研
究
員
）

　
「�

企
業
に
お
け
る
新
た
な
自
己
規
定
と
し
て

の
パ
ー
パ
ス
」

（
３
）梅
田�

徹（
客
員
教
授
）

　
「�

道
徳
的
因
果
律
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ

き
か
―
最
高
道
徳
的
な『
生
き
方
』を
中

心
に
考
え
る
」

（
４
）宗�

中
正（
副
所
長
・
教
授
）

　
「�

最
高
道
徳
の
本
質
を
考
え
る
―
①
神
の

『
無
条
件
性
』②
人
心
開
発
救
済
と『
伝
統

の
原
理
の
教
育
』」

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

（
１
）�「
日
本
の
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
生
・
老
・

病
・
死
：
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
視
点
か
ら
」

講
演
：
中
山�

理�（
麗
澤
大
学
大
学
院�

特
別
教
授
、

モ
ラ
ロ
ジ
ー
道
徳
教
育
財
団�

特

任
教
授
、
道
徳
科
学
研
究
所�

客

員
教
授
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：�

竹
内�

啓
二（
客
員
教
授
）�

小
山�

高
正�（
客
員
教
授
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
竹
中�

信
介�（
研
究
員
）

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
た
研
究
員
の
竹
中
信
介
が
登
壇
者
の
紹
介
お

よ
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
説
明
を
行
っ
た
後
、
中
山
理

客
員
教
授
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
人
生

百
年
時
代
」と
言
わ
れ
る
今
、
は
た
し
て
私
た
ち
は

い
か
に
老
年
期
を
迎
え
、
い
か
に
過
ご
す
べ
き
な
の

で
し
ょ
う
か
。
講
演
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
統
計
デ
ー

タ
や
最
先
端
の
科
学
研
究
の
成
果
を
引
用
し
、
老
年

期
に
お
け
る
身
体
的
な
衰
え
や「
病
」が
懸
念
さ
れ

る
一
方
で
、
精
神
的
成
熟
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
、
ま
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未
来
に
向
け
て
本
財
団
が
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
く

か
を
考
え
る
上
で
の
最
も
重
要
な
足
が
か
り
と
な
り

ま
す
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
本
財
団
の
あ
り

方
を
踏
ま
え
て
、
廣
池
千
九
郎
・
千
英
・
千
太
郎
の

各
所
長
と
そ
の
時
代
背
景
を
テ
ー
マ
と
し
て
財
団
創

立
百
年
の
歩
み
を
振
り
か
え
る
こ
と
を
企
図
し
た
も

の
で
す
。と
り
わ
け
彼
ら
が
先
代
か
ら
何
を
継
承
し
、

次
代
に
何
を
伝
え
よ
う
と
し
た
か
を
意
識
し
な
が
ら

歩
み
を
振
り
か
え
る
こ
と
を
試
み
ま
し
た
。

橋
本
報
告「
廣
池
千
九
郎
と
そ
の
時
代
」で
は
、

財
団
前
史
と
黎
明
期
か
ら
、
道
徳
科
学
の
確
立
と
展

開
ま
で
が
必
然
的
な
流
れ
と
し
て
生
じ
て
き
た
こ
と

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
の
諸
問
題
へ
の

解
決
策
の
ヒ
ン
ト
が
千
九
郎
の
数
々
の
事
跡
・
業
績

の
う
ち
に
豊
富
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ

れ
、
今
な
す
べ
き
こ
と
と
し
て
廣
池
千
九
郎
研
究
の

深
化
と
発
展
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
ま
す
。

矢
野
報
告「
廣
池
千
英
と
そ
の
時
代
」で
は
、
千

英
が
千
九
郎
の
事
業
を
ど
の
よ
う
に
継
承
し
、
戦
後

に
事
業
を
発
展
さ
せ
た
か
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
な

か
で
も
、
昭
和
十
六
年
の
研
究
所
閉
鎖
か
ら
昭
和
二

十
一
年
の
研
究
所
復
活
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
中
心

に
千
英
が
ど
の
よ
う
に
そ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
き

た
か
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

宮
下
報
告「
廣
池
千
太
郎
と
そ
の
時
代
」で
は
、

千
太
郎
が
昭
和
三
十
一
年
に
研
究
部
幹
事
長
に
就
任

し
て
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
研
究
を
先
導
し
て
き
た
こ
と
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
一
貫
し
て
科
学
性
、
社
会
性
、
国

際
性
を
強
調
し
て
財
団
の
諸
活
動
を
推
進
し
て
き
た

こ
と
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
全
体
を
通
じ
て
、
こ
う
し
た
歩
み

を
踏
ま
え
て
現
在
及
び
未
来
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
て
捉
え
る
か
が
大
き
く
重
要
な
問
い
と
し

て
眼
前
に
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。�

�

（
宮
下
和
大
）

（
３
）「
図
解
で
学
ぶ
モ
ラ
ロ
ジ
ー
」

発
表
者
：

�

望
月�

文
明（
研
修
企
画
課
長
、開
発
企
画
部
長
）

�「『
図
解�

モ
ラ
ロ
ジ
ー
概
論
』―
執
筆
と

冊
子
化
に
携
わ
っ
て
」

�

木
下�

城
康（
主
任
研
究
員
）�

�

「
イ
ラ
ス
ト
で
描
く
道
徳
実
践
の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
」

江
島�

顕
一（
主
任
研
究
員
）�

�

「『
図
解
』の
学
習
法
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
冬
月�

律

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
執
筆
と
冊
子
化
に
携

わ
っ
た
三
名
に
登
壇
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
冬
月
律
に
よ
る
趣
旨
説
明
の
後
、

望
月
文
明
が「
執
筆
と
冊
子
化
に
携
わ
っ
て
」、
木

下
城
康
が「
イ
ラ
ス
ト
で
描
く
道
徳
実
践
の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
」、
江
島
顕
一
が「『
図
解
』の
学
習
法
」を

テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
ま
し
た
。

報
告
で
は
、『
図
解
』の
書
籍
化
に
対
す
る
意
図

や
特
色
、活
用
法
な
ど
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
特
に
、

図
解
に
お
い
て
は
テ
キ
ス
ト
内
容
を
単
に
図
や
表
に

す
る
だ
け
で
は
な
く
、「
伝
え
た
い
こ
と
」と「
伝
え

る
べ
き
こ
と
」の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
、
他
者
の

意
見
や
作
品
か
ら
の
気
付
き
を
得
る
こ
と
な
ど
の
重

要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
学

習
教
材
を
図
解
化（
構
造
化
・
視
覚
化
）す
る
こ
と
で
、

新
た
な
視
点
か
ら
の
学
習
機
会
を
提
案
で
き
る
可
能

性
に
つ
い
て
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。
図
解
化
に
よ

る「
分
か
り
や
す
さ
」に
は
限
界
が
あ
る
も
の
の
、

学
習
へ
の
関
心
や
意
欲
の
向
上
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
概
念

の
柔
軟
な
理
解
を
促
す
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

各
報
告
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
会
場
内
の
参
加
者

や
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
を
交
え
た
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。�

（
冬
月�

律
）
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